
九 亀 市 内 遠 跡 発 振 調 査 報 を 言

第  ワ  集

平成18年度国庫補助事業報告書

山 北 町 字 原 窪 地 区

西 坂 元 内 板 遺 跡

郡家町字地頭・字重元地区

丸亀城跡 (大手町地区 )

道   下   遺   跡

2007. 3

丸亀市教育委員会



例

1.本書は、丸亀市が平成 18年度国庫補助事業として実施した丸亀市内遺跡発掘調査の

概要報告書である。

2。 今回の遺跡発掘調査は、山北町字原窪地区、飯山町西坂元宇内板・飯野町東二字中代

地区、郡家町字地頭・字重元地区大手町地区及び金倉町字道下地区の道下遺跡を対象と

した。

3.調査主体は、丸亀市教育委員会である。

4.飯 山町西坂元宇内板 。飯野町東二宇中代地区、道下遺跡及び山北町宇原窪地区の試

掘 。確認調査は、九亀市教育委員会近藤武司が、大手町地区及び郡家町宇地頭・宇重元

地区の試掘調査は、同教育委員会東信男が担当して実施した。

5.出土遺物及び実測図面等の資料整理は、谷日梢、北山多佳子及び高畑裕が行つた。

6.本書の執筆は、近藤、谷日、北山及び高畑が分担して行い、編集は、近藤が行つた。

7。 本書の測量図の縮尺は、スケールで表示した。また、方位は世界測地系による方位 (北

位 :ToN.)及び磁北 (M.N.)で 表示した。

8.飯山町西坂元宇内板・飯野町東二字中代地区、郡家町宇地頭・字重元地区及び道下遺

跡での調査基準レベルは、各 トレンチ配置図の K.B.M.を ±0.00mと した。

9。 実測図面は、丸亀市教育委員会に保管している。

10。 調査地の位置を示 した挿図については、国土地理院の 25, 000分 の 1地形図及

び丸亀市が作成 した 10,000分 の 1都市計画図を使用した。

11.本 書を作成するにあたり、片桐孝浩、北山健一郎両氏の協力を得た。ここに記 して

感謝の意を表する。
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第 I章 平成 18年度丸亀市内遺跡発掘調査事業概要

平成 17年 3月 22日 に旧丸亀市、旧綾歌町、旧飯山町が合併 し新しい丸亀市が誕生 し

た。丸亀市内には、現在、約 400箇 所の周知の埋蔵文化財包蔵地が登録されており、そ

の内容からも古くは旧石器時代から先人の足跡が見られる。

このような背景の中、市内の各地で大小規模の開発が活発に計画されており、その対象

地が周知の埋蔵文化財包蔵地内やそれに隣接する場所である場合、地形や周辺の遺跡分布

状況から検討すると遺跡の所在する可能性の考えられる地区である場合がある。

これらのような場合には、九亀市では埋蔵文化財の適切な保護を図るため、試掘及び確

認調査実施 し、遺跡の所在の有無及びその内容について確認するため、国庫及び県費補助

金をあてて調査を実施 してきている。今年度についても、県費の割 り当てはないが、国庫

補助金をあてて同事業を継続 して実施することとした。

国庫補助申請については、平成 18年 4月 4日 付け 18文文第 15号で提出し、平成 1

8年 6月 1日 付け 18教文第 6775号 で交付決定を受けた。また、平成 19年 1月 9日

付け 18文文第 352号 で変更承認申請を提出し、平成 19年 2月 16日 付け 18教文第
23027号 で交付決定を受けた。
今年度については、山北町字原窪地区、飯山町西坂元宇内板・飯野町東二字中代地区、

大手町地区及び郡家町字地頭 。字重元地区で遺跡の所在の有無を確認するための試掘

調査を、金倉町字道下地区に所在する道下遺跡内での確認調査を実施 した。

山北町字原窪地区では、大規模商業施設の建設が計画 され、埋蔵文化財の所在の有

無及びその取 り扱いについての照会文書が 2度に分けて提出された。当該地付近には

中世城館跡や旧街道の所在があることから、計画に伴い、それぞれの回答をするため

の試掘調査を実施 した。

飯 山町西坂元字内板・飯野町東二字中代地区でも大規模商業施設の建設が計画 され

たことに伴 う試掘調査を実施 した。近接する高地には弥生時代の集落遺構が確認 され

ていることや、古墳の所在も知 られていることから、関連す る遺跡の展開が考えられ

るとい うことから実施に踏み切つたものである。

大手町地区では、丸亀市の計画する消防庁舎建設事業に伴い実施したもので、かつて丸

亀城下家老屋敷が所在 していたとされることから、その残存状況を確認するためにの試掘

調査を行つた。

郡家町字地頭・宇重元地区では、公立小学校の校舎増築事業が計画 されたことに伴

うもので、未確認 となつている郡衛跡の所在を探るために実施 したものである。

道下遺跡では、住宅開発が 3件計画されたことに伴 うものである。周知の埋蔵文化財包

蔵地としては道下遺跡として登録されているが、その詳細については不明な点が多く、各

開発に先立ち確認調査を実施 しているものである。

これらの 8件の調査を実施 した結果、飯山町西坂元字内板地区で西坂元内板遺跡、大

手町地区で丸亀城跡 (大手町地区)の 2遺跡を新たに発見す ることができた。また、

道下遺跡では、 1地 区において遺構を検出することができた。

その他の調査では、埋蔵文化財の所在が確認できなかつたこと、検出内容が極めて

-1-



希薄であることから遺跡としての認定を受けることができな
―かつた。

これらの調査によって得られた資料に基き、それぞれ開発事業者と埋蔵文化財の保

存について協議し、適切な保護を図つた。

また、今後計画される開発等に|も これらの成果を反映し1文化財の保護に役立てたい。

以上、丸亀市内で計画された 8件の事1業にともなう試1掘調査及び確認調査を実施した。

平成 18年度の丸亀市内遺跡発掘調査事業は、平成 18年 4月 1日 から実施し、平成 1

9年 3月 30日 に終了した。
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第 1図 平成 18年度丸亀市内遺跡発掘調査対象地
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第Ⅱ章 山北町字原窪地区試掘調査

1次調査 (A・ B地 区 )

調査対象地  山北町字原窪 85-1、  104-1、 105、 106、

107-1、 107-2、 108-1、 113-1

調 査 期 間  平成 18年 4月 17日 ～ 4月 19日

調 査 面 積  114.5だ

2次調査 (C地 区 )

調査対象地  丸亀市山北町宇原窪 67-1、 68-1、 72-3、

73-1、  74-1、 75-1、 76、 77、 78、

79-1、 80、 81、 97-1

調 査 期 間  平成 18年 6月 27日 ～ 6月 29日

調 査 面 積  143ポ

1.立地と環境

飯野山西側に広がる丸亀平野は、土器川

と金倉川に挟まれた扇状地である。

調査対象地は、田村池の北側で古 くか ら

池ノ下、原窪 とい う地嘉で呼ばれている地

域で、一帯は南から北に下る周辺より
手段

低い状況であつたことが推定される。

また、計画地は幹線道路である国道 11

号線の北側、城南小学校の西側一帯で、付

近には、北側に中世城館である田村城跡、

東側に古代の作原町西村遺跡、南側に弥生

から古代にかけての田村池遺跡、中世城館

の杵原町土居構城跡などが確認 されている。

また、区域内では、一辺 100m程 の方

形地割も認められる。

更に、東側では旧金毘羅街道が通る交通

の要所でもあることから、計画地内にもこれらに関連する遺跡の所在が予想 される。

近年では、四国横断自動車道建設に伴 う発掘調査によつて竜川工条遺跡、旧石器時代
の

三条黒島遺跡、郡家原遺跡、郡家一里家遺跡、郡家大林上遺跡、郡家田代遺跡 と丸亀平野

における歴史が明らかにな りつつある。

2.調査に至る経緯

山北町字原窪地区における商業施設建設が計画された。これに伴い、事業者から遺跡
の

包蔵状況についての照会文書が平成 18年 3月 9日 付け及び平成 18年 6月 9日 付けで提

第 2図  調査位置図
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出された。

市教育委員会には当該地の埋蔵文化財包蔵状況の資料が整つていないことから、早急
に

体制を整えると共に試掘調査を実施する準備を進めた。調査は、前者を 1次、後者を 2次

調査 とし 2回 に分けて実施 した。

1次調査は、平成 18年 4月 17日 から開始 し、平成 18年 4月 19口 終了した。調査

方法は、城南小学校東側に広がる A地区と東方の B地区共に トレンチ調査で実施 した。

2次調査は、平成 18年 6月 27日 より開始 し、平成 18年 6月 29日 終了した。

また、 1次調査をA、 B地区としたため、 2次調査での調査区は C地区とした。

1次、 2次調査共に トレンチ掘削は重機で行い、 トレンチ内精査は人力で行つた。

3.調査の概要

1次調査はA地 区、 B地 区が対象地で、A地 区に 1～ 10ト レンチを、 B地 区に 11、

12ト レンチを設定した。

1～ 4ト レンチでは表土から少 し深 く掘 り下げると粗砂層 となり湧水が激 しくなる。こ

の北方には、小さな池が昭和初期まであつたようで、水が得やす く旧流路域であ
つた可能

性か高い と考えられる。

1ト レンチでは、西側において耕作土直下から安定 した地山層が続き、西から7m付 近

において地山層に伴 うと考えられる深 さ 3 0 clll程度の南北溝を検出した。この地山層は調

査状況か ら道路状遺構 とも考えられ、溝跡はそれに伴 う可能性がある。

また、土墳が検出されてお り、壁面や底面に焼上が認められることから何 らか
の焼成が

行われていたと考えられる。

1ト レンチからは遺物 1と 2が 出土している。これ らは、包含層から出上したもので全

て破片であつた。遺物 1は須恵器の壷の口縁である。日縁端部はナデ調整され丸みを帯び

た面を持つ。遺物 2は軟質の須恵器の杯である。口縁部に煤の付着がみられ緩やかに外反

する。

2ト レンチの上層序を見ると、現代の水田面に伴 う床土層の下には遺構面と考えられる

面まで数層見られるが、これ らの面に遺構は見られなかつた。

ベース面において南北方向の溝跡を 2条検出した。溝については、湧水が激 しく完堀後

程なく水没する状況であり、田村池方向から流れていた旧流路域 と考えられる。

3ト レンチは、 2ト レンチとほぼ同じ状況であるが 2ト レンチで検出した東側の溝跡 と

つながる溝が確認された。西側の溝に続く遺構は確認できなかつた。

4ト レンチは、床土層直下が遺構面と考えられる。西端付近において南北方向の幅 20

cIIlほ どの細い溝を確認 した。遺物は第 5層 から遺物 3の須恵器底部が出上している。厚み

を持つ高台で台付壷の可能性が考えられる。

5ト レンチでは、床土層の面でピットを検出できたのみである。遺物は遺物 4～ 7が 出

上 した。遺物 4は唐津の高台を持つ碗で、底径 3.8cmを 測る。遺物 5は、 19世紀の

唐津の皿である。日縁部は外反 しながら丸 く立ち上がる。遺物 6は京焼きの碗片、遺物 7

は陶器 口縁部である。直立気味に立ち上が り、返 りを持つ。

6ト レンチでは、現状から深 さ 3 0 clllで 地山層が認められる。遺構等は認められなかつ
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た。

7ト レンチでは、現状から3 0cm下 の位置でピットを検出した。出上した遺物 8は土師

器で甕日縁片である。

8ト レンチでは、床土層の下 3 0cmの層位で東側にピットを確認 した。遺物は含んでい

ない。

9ト レンチでは、床上層の下 3 0cmの層位で西側にピットを確認 した。 5層 より遺物 9

～ 11が 出上した。遺物 9は土師器碗底部。調整は摩滅のため不明。遺物 10は羽釜であ

る。鍔下を指で抑えて調整し内面には刷毛 目がのこる。遺物 11は 12世紀の上師器の杯
である。調整は摩滅 して不明。底部に板状圧痕が残る。

10ト レンチは、シル ト質細砂層が厚く堆積 してお り、遺構等は認められなかつた。

11ト レンチでは、耕作土層直下にシル ト質細砂層が薄く認められるが、その下層は 3

～ 5 cIIl大 の円礫を多量に含む粗砂層が認められ、旧流路域であつたと考えられる。

12ト レンチでは、 トレンチ西側において 1`1ト レンチと同様円礫を含む粗砂層が認め

られた。

トレンチ名 延長 (m) 主な時代 主な遺構 出土遺物等

第 1ト レンチ 28。  0 古代、中世 溝 。道路(?)、

土墳

土師器、須恵器

第 2ト レンチ 13.0 古代、中世

近世

ピット、溝 土師器、須恵器、陶磁器

第 3ト レンチ 8.  5 古代 溝 須恵器

第 4ト レンチ 14. 0 古代、中世 溝 土師器、須恵器

第 5ト レンチ 1 6. 0 古代、中世

近世

ピット 土師器、須恵器、陶磁器

第 6ト レンチ 14. 0 近世 無 し 土師器、陶磁器

第 7ト レンチ 1 5.  0 中世、近世 ピット 土師器、須恵器、陶磁器

第 8ト レンチ 13.0 古代、中世 ピッ ト 土師器、須恵器

第 9ト レンチ 11. 2 中世、近世 ピット 土師器、陶磁器

第 10ト レンチ 3.  9 不 明 無 し 無 し

第 11ト レンチ 20, 0 不 明 無 し 無 し

第 12ト レンチ 6. 0 不 明 無 し 無 し

第 1表  山北町字原窪地区1次調査 トレンチ概要

-7-



1ト
レ
ン
チ

耕
作
■
10
YR
S/
3に
ぷ
い
黄
褐
色
ン
ル
ト

床
上

iO
Y負
5/
i掲
灰
色
シ
ル
ト

10
Y負
6/
1褐
灰
色
ン
ル
ト

6 
10
YR
6/
'褐
灰
色
ン
ル
ト
(地
山
フ
ロ
ッ
ク
混
じ
り
)

7 
25
Y6
/1
貢
灰
色
ン
ル
ト
+2
/S
Y7
/4
浅
黄
色
ン
ル
ト
混
じ
り

8 
?5
Y6
/4
に
ぷ
い
黄
色
ン
ル
ト
+2
5Y
6/
1責
灰
色
ン
ル
ト
混
じ
り

9 
25
Y5
/1
黄
灰
色
ン
ル
ト

10
25
Y8
/6
黄
色
ン
ル
ト
+2
5Y
7/
1灰
白
色
混
じ
り

11
25
Y6
/1
黄
灰
色
シ
ル
ト
+2
/S
Y6
/6
明
責
褐
色
混
し
リ
シ
ル
ト

12
 1
0Y
R6
/8
明
黄
掲
色
シ
ル
ト
細
砂
層
(1
0Y
R6
/1
褐
灰
色
混
じ
る
)

,3
 1
0Y
R6
/1
褐
灰
色
～
10
YR
7/
1灰
白
色

(1
0V
R6
/8
明
黄
褐
色
シ
ル
ト
極
細
砂
)

E

E 
2ト
レ
ン
チ

, 
rJ
l作
上

E

2 
10
YR
6/
4褐
色
ン
ル
ト
質
細
～
粗
砂
混
じ
り

(1
0Y
R6
/1
褐
灰
0シ
ル
ト
質
)

9 
iO
YR
5/
6黄
福
色
ン
ル
ト
質
細
砂
混
じ
リ

(1
0Y
R6
/1
掲
灰
色
ン
ル
ト
質
)

4 
25
Y6
/1
黄
灰
色
ン
ル
ト
質
細
砂
混
じ
り

YR
6/
8明
寅
褐
色
ン
ル
ト
質
細
砂

& 
2 
5Y
R6
/1
黄
灰
色
シ
ル
ト
質
細
砂

6 
7よ
り
10
YR
6/
8明
責
褐
色
少
し
強
い

7 
8よ
り
'O
YR
6/
8明
貢
褐
色
少
し
強
い

& 
iO
YR
6/
8明
黄
褐
色
シ
ル
ト
質
細
砂
混
じ
り

(2
 5
YR
6/
1黄
灰
色
ン
ル
ト
質
細
砂
)

9 
25
Y6
/'
黄
灰
色
細
隊
9～
Sc
m大
の
小
石
混
じ
り
)

L_
__
__
i。
 _
__
_´
/

[!
「
Ш
  
  
t 
  

。
マ
^ 
 I

4ト
レ
ン
チ

1 
耕
作
土

2(
床
■
)'
OY
R7
/8
黄
橙
色
ン
ル
ト
質
細
砂
混
じ
り

10
YR
6/
1褐
灰
色
ン
ル
ト
質
細
砂

3 
10
YR
6/
1褐
灰
色
ン
ル
ト
質
細
砂
混
じ
り

10
YR
6/
8明
責
褐
色
シ
ル
ト
質
細
砂

4 
5に
組
砂
を
含
む

5 
10
YR
6/
6明
黄
褐
色
シ
ル
ト
質
細
砂
少
二
混
じ
り

,O
YR
6/
1褐
灰
色
ン
ル
ト
質
細
砂

6 
10
VR
6/
6明
黄
掲
色
シ
ル
ト
質
細
砂

ご
く
少
量
混
じ
り
10
W寂
6/
1褐
灰
色
ン
ル
ト
質
細
砂

7(
地
山
)'
OY
R6
/1
褐
灰
色
ン
ル
ト
質
細
砂
混
じ
り

,O
YR
6/
6明
黄
掲
色
ン
ル
ト
質
細
砂

a 
7よ
り
4B
灰
が
強
い

0 
10
YR
6/
6明
責
褐
色
ン
ル
ト
質
細
砂
混
じ
り

(7
よ
り
褐
灰
が
強
い
)

iO
 i
OY
R5
/6
責
褐
色
シ
ル
ト
質
細
～
粗
砂

11
2/
5Y
7/
6明
黄
褐
色
ン
ル
ト
質
細
砂

～
25
Y7
/1
灰
白
色
ン
ル
ト
質
細
砂

12
25
Y6
/1
責
灰
色
シ
ル
ト
質
細
砂

| |

甲

「

軍
¬
~

W

5ト
レ
ン
チ

7ト
レ
ン
チ

耕
作
上

(床
■
)'
OY
R7
/8
黄
橙
色
ン
ル
ト
質
細
砂
混
じ
り
,O
VR
6/
1掲
色
シ
ル
ト
質
細
砂

10
YR
6ノ
1褐
灰
色
シ
ル
ト
質
細
砂
混
じ
り
10
YR
6/
8明
黄
褐
色
ン
ル
ト
質
組
砂

25
Y5
/1
黄
灰
色
シ
ル
ト
質
細
砂

(地
山
)1
0Y
R6
/,
褐
灰
色
ン
ル
ト
質
細
砂
混
じ
り
10
YR
6/
6明
黄
褐
色
シ
ル
ト
質
II
H砂

耕
作
■

(床
上
),
OY
R7
/8
黄
橙
色
ン
ル
ト
質
細
砂
混
じ
り
10
YR
6/
1掲
灰
色
ン
ル
ト
質
細
砂

10
YR
7/
1灰
白
色
シ
ル
ト
質
細
砂
混
じ
け
10
YR
6/
6明
黄
褐
色
シ
ル
ト
質
細
砂

,O
YR
6/
6明
責
褐
色
シ
ル
ト
質
細
砂
に
'O
YR
7/
6灰
白
色
ン
ル
ト
質
細
砂
少
量
混
じ
る
(マ
ン
ガ
ン
少
lR
含
む
)

(地
山
),
OY
R7
/1
灰
白
色
シ
ル
ト
質
細
砂
混
じ
り
10
YR
7/
6明
黄
掲
色
シ
ル
ト
質
細
(マ
ン
ガ
ン
少
云
含
む
)

9ト
レ
ン
テ

, 
耕
作
土

2(
床
上
),
OV
R6
/6
明
責
掲
色
ン
ル
ト
質
細
砂
少
量
混
じ
り

10
YR
6/
1褐
色
色
ン
ル
ト
質
細
砂

iO
YR
6/
,褐
灰
色
ン
ル
ト
質
細
砂

10
YR
6/
1掲
灰
色
シ
ル
ト
質
極
組
砂

10
YR
6/
6明
貢
褐
色
ン
ル
ト
質
極
細
砂
少
Д
含
む

10
YR
4/
2灰
黄
褐
色
ン
ル
ト
質
細
砂
(灰
白
色
含
む
)

10
YR
6/
14
B灰
色
結
土
(1
0Y
R6
/1
褐
色
が
強
い
)

iO
YR
6/
1楊
灰
色
粘
■
(1
0Y
R6
/6
明
黄
掲
色
を
少
■
含
む
)

,O
Y像
4/
2灰
黄
褐
色
お
土

(7
と
3の
中
間
色
)7
よ
り
'O
YR
6お
明
寅
褐
色
が
強
い

o 
  
  
  
  
  
  
  
  
  
  
  
 2
m

第
4図
 1
次
調
査
ト
レ
ン
チ
平
面
・
土
層
断
面
図



)
′ r

η

中［

閉
朗
編
弱

チ
チ
チ
チ
チ

ャ
９
一
８
９．

第5図  1次調査 遺物実測図

-9-



2次調査

2次調査は、 C地区を対象 とした。調査区全体に 14本の トレンチを設定し調査 した。

各 トレンチ共に遺物は認められなかつた。

1～ 3ト レンチは、ほぼ同じ状況で現状地盤 より3 0cmほ ど下層において湧水が認めら

れる。黒色土層が全域で確認できたが、溝の埋土 というよりも湿地帯により形成 された腐

食土層と考えられる。

4ト レンチでは、南端付近で 5 cm大の砂岩製円礫が少々混じる層が認められた。

5～ 6ト レンチでは、耕作上下に安定 したシル ト質の堆積層が認められた。

7ト レンチでは、 1ト レンチ等で見られた黒色土層が見られた。中央部付近では、周囲

よリー段低い状況が確認 された。

8ト レンチでは南北方向の溝 3条 と川跡が確認 された。SD01は 幅 7 0cm、 SD02、

03は川跡内につ くられてお り、 SD02は 幅 ■.lm、 SD03は 幅 3 0 cIIl、 川につい

ては トレンチ内では幅は確認できなかった。

9ト レンチは、耕作上下に撹乱層が認められるが遺物は含まず、理土中に耕作土も混 じ

ることから、土取 りなどの痕跡 と考えられる。

10ト レンチでは、南北に向く 2条の溝状の落ちを確認 した。埋土は単一土層であり締

まりは悪い。農業用等の灌水路を埋め立てたものと思われる。

11、 13ト レンチでも 10ト レンチで認められた溝状の落ちの続きが確認できた。
12ト レンチでは、耕作土直下には安定 したシル ト質の堆積層が認められた。

14ト レンチの東端において南北方向の溝 1条が確認できた。 トレンチ中央部から西側
にかけて耕作土直下から約 3 0cm下において 5 cm大 の砂岩製円礫を含む層や、砂層を確認

できるためこの付近に流路があつたと考えられる。

トレンチ名 延長 (m) 主な時代 主な遺構 出土遺物等

1ト レンチ 31.0 不 明 無 し 無 し

2ト レンチ 1 3. 0 不 明 無 し 無 し

3ト レンチ 6. 0 不 明 無 し 無 し

4ト レンチ 8. 0 不 明 無 し 無 し

5ト レンチ 7. 5 不 明 無 し 無 し

6ト レンチ 2 9.  5 不 明 無 し 無 し

7 トレンチ 25.0 不 明 無 し 無 し

8ト レンチ 8. 0 不 明 溝 3条・川跡 1条 無 し

9ト レンチ 1 0. 0 不 明 無 し 無 し

10ト レンチ 11. 0 不 明 溝 2条 無 し

11ト レンチ 3.  5 不 明 溝 1条 無 し

12ト レンチ 7. 0 不 明 無 し 無 し

13ト レンチ 9.  5 不 明 溝 2条 無 し

1 4ト レンチ 11. 0 不 明 溝 1条 無 し

第 2表  山北町字原窪地区2次調査 トレンチ概要
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1ト レンテ(北より20～ 21m)
1 耕作土
2(床■)25Y7/8黄 色シル ト質細砂
& 25Y6/1黄灰色ンルト質細砂～粗砂
4 2 SY6/6明 黄傷色ンルト質細砂～狙砂

3ト レンチ●しより4～ 5m)
1 耕作■
2(床■)25Y6/1黄 灰色ンルト資極細砂
3 25Y4/1黄 灰色～25Y3/1責灰色ンルト
賞組砂～極細砂

5トレンチaヒより5～ 6ml
i 耕作上
2(床i123Y6/6明 貢褐色ンルト質観砂
～極細砂
3 25Y7/1灰 白色ンル ト質極細砂

し
絆 !妻≡ 義 弄 峯 了

2ト レンチ(北より5～6m)
1 耕作上
2(床■)25Y7/6明 費褐色ンルト質細砂～極細砂
3 2`Y6/1貢 灰色ンルト質極細砂

4ト レンテlHしより5～6m)
1 耕作土
2(床■)25Y4/4オ リープ掲色～
2 SY7/2灰 黄色ンルト質槙細砂
3 2cY4/i責 灰色～25Y7/2灰責色ンルト質極細砂
4 25Y7/2灰 白色シルト質極細砂

6ト レンチ(西より5～6m)
1 耕作土
2(床■)23V6/6明 黄褐色ンフレト質組砂～糧砂
3 25Y7/1灰 白色～25Y6/8明黄褐色シルト質極細砂

w 8ト レンテ(東より84～ 130n
i 耕作土
2(床■)25Y7/8貢 色ンル ト質極細砂
a 25Y6/6明資掲色ンルト質極細砂
4 25Y4/2賠 灰資色～25Y5/6黄褐色シルト質極組砂
S SD02 25Y5/2暗灰責色ンテレト質細砂
O SD03 25YS/2晴灰貢色シフレト質細砂
7 SR01 25Y5/1責 灰色組砂

(2～ 5cm大 の小石多■に含む)
8 2るY6/1黄 灰色ンルト質細砂

11ト レンチ
1 耕作上
2(床■)25Y5/,責 灰色～
25Y資灰色ンルト質細砂～種細砂

_  3 25Y3/1黒 褐色ンルト質極細砂
S ・ ♀譜なξ昇そ諦普,拝鮮努十覗じ0

13ト レンチ

1 耕作上
2(床■)2 5VS/1黄 灰色～
25Y6/6明黄褐色ンルト質細Vjl耕 作土混じる)

a 25Y6/1黄灰色～
25Y6/8明黄褐色シルト質細砂～極細砂

N 一
Ｓ

一
Ｅ

N

N

一
Ｓ

一
Ｓ

い
斜巨正三三コ 一Ｅ

7ト レンテ(西より10～ 11め

' 
耕作上
2(床土)25Y6/1責 灰色～25YS/6黄褐色ンルト質極細砂
& 25Y3/1黒褐色～25Y4/i黄灰色ンルト質極細砂

N 一Ｓ

9ト レンチ(北より0～ 2m)

i 耕作■
2 僚 上)2 5YR6/1寅 灰色～25Y7/6明質褐色ンルト質細砂
& 25Y4/i貢灰色～25Y7/6明賣傷色ンルト質極細勃餅作土混じる)
4 25Y7/6明 賣褐色ンルト賀極細砂
a 25YS/1黄灰色粘土

ー

W E                    I

4 25Y4/2暗 灰黄色～25Y5/6貢鵜色ンルト
2(床■)2 SY6/1～ 5/1ン ルト質細砂  質極細砂
a 25Y6/6明 責褐色ンルト質組砂  , 25Y9/1黒 褐色ンルト質極細砂

W

～極組砂

1  1   !
一

i  2  1

0 25Y5/1黄 灰色シルト質極細砂
(5～ 1硫阿大の砂岩川原石多量に混じる)

E 12ト レンテ
1 耕作上
2(床■)25YS/1資 灰色～25Y6/1資灰色ンルト質細砂
～極細砂

ユ 25Y5/1責灰色ンルト質極細砂
(S～ 15gnAの 砂岩川原石多量混じる)

14ト レンテ(SD01)

' 
耕作■

_   2 SD01 25Y3/2黒 褐色ンルト質細砂E ュa繋据籍縫男ヶ【盤絶
& 2Sy5/,黄灰色～25YS/6黄褐色ンルト質極細砂
0 25Y4/1黄 灰色ンルト質槙細砂

トレンチ平面・止層断面図

一
Ｅ

第6図  2次調査
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4。 まとめ

照会のあった 2件の開発計画について、それぞれ試掘 トレンチによる調査を実施 した。

1次調査では 1～ 4ト レンチで南北方向の溝跡が数条確認できた。それらの遺構には規

則性も認められず、条里遺構 と結び付けるには至 らなかつた。

また、調査区は少 し深 く掘ると粗砂層 となり湧水が激 しくなることから旧流路域であ
つ

た可能性が高い。

5～ 10ト レンチではピットが確認できたが遺物、遺構 ともに集中しては認められず遺

構密度は低い。東端の 11、 12ト レンチでも遺構は認められず、また低い位置から円礫

を多量に含む粗砂層がみられることか ら旧流路域であつたと考えられる。

調査区東側に旧金昆羅街道が通ることからも遺跡の展開が考えられたが遺構などは認

められず、耕作土直下において旧流路域の堆積土層が確認できることからも大きく後世
の

改変を受けているものと考えられる。

2次調査では遺物は認められなかつた。遺構についても調査区東側において数条の溝が

確認できたが、理土や掘削状況から農業の灌水路 と考えられ新 しいと思われる。

また、中央部においては窪地に自然堆積 した腐食土層が認められ、湧水 も激 しかつた。

調査区付近の地名が『原窪』 と呼ばれることもこのことを裏付けるも
のと考えられる。

調査区周囲の溝についても、その状況から古い可能性も考えられたが調査で遺物が全く

認められず周囲の調査でも認められない点、今回確認できた溝についても遺物が認められ

ず、埋上が一気に埋められた締 りの悪い単一土層であることからも、この溝の区画内に生

活遺構等が存在する可能性は低いと考えられる。

これ らの調査の結果、 C地区の南辺、東辺には、条里地割に沿つた直角に届曲する水路

があり旧地形に合わせた配置になつている方形区画であると考えていたが、その内部で関

連する遺構の確認はできなかつた。そのため、この矩形の水路についても遺構の可能性は

低いと考えられる。
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A地区調査前現況 (南から) B地区調査前現況 (東から)

調査風景 1ト レンチ完掘状況 (東から)

: i=■ ■■く

i艦 れ 五修薄族 |1角掌柘益速違≦桑饉

2ト レンチ完掘状況 (西から)

図版 1 山北町字原窪地区 1次調査 (1)

3ト レンチ完掘状況 (東から)

4ト レンチ完掘状況 (西から)
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=

5ト レンチ完掘状況 (東から) 5ト レンチピット完掘状況 (南から)

6ト レンチ土層堆積状況 (南から)

7ト レンチ完掘状況 (西から) 7ト レンチ土層堆積状況 (南から)

東から)         8ト レンチ土層堆積状況 (北から)

図版 2 山北町字原窪地区 1次調査 (2)

6ト レンチ完掘状況 (西から)

8ト レンチ完掘状況 (東から)
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9ト レンチ完掘状況 (西から) 9ト レンチ土層堆積状況 (南から)

イ́

'11,

il    `IX・＼,(1'fhi『 ,B4P‐ 1」ミ

10ト レンチ土層堆積状況 (西から)

12ト レンチ土層堆積状況 (南から)

IL

B地区埋め戻し状況 (西から)

図版 3 山北町字原窪地区

11ト レンチ土層堆積状況 (南から)

A地区埋め戻し状況 (東から)
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1次調査 (3)



図5-4

図5-7

図5-2

図5-5

図版 4 山北町字原窪地区 1次調査 (4)

図5-3

図5-6

図5-9図5-8

図5-10 図5-11
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調査区風景 (西から)

1ト レンチ全景 (南から)

3ト レンチ全景 (北から)

_ |          ヽヽ  ●ゞ
1ト レンチ土層堆積状況 (西から)

2ト レンチ土層堆積状況 (西から)

ヽ
↓

山北町字原窪地区 2次調査 (1)
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重機掘削風景 (北から)

2ト レンチ全景

3ト レンチ土層堆積状況 (西から)

図版 5
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4ト レンチ土層堆積状況 (西から)4ト レンチ全景 (北から)

6ト レンチ全景 (東から)

ね尋―
'|ち

|ち 卜｀‐ヽ ■ヽ

5ト レンチ上層堆積状況

fヽユ■Ⅲ・・:!_

(西から)

■il上 !1幕基建ミ!浪|＼患
6ト レンチ土層堆積状況 (南から)

図版 6 山北町字原窪地区 2次調査 (2)

il=二

Ffi

残f導ミ毒でrや

鞠

5ト レンチ全景 (北から)

!―響 と強

7ト レンチ全景 (東から) 7ト レンチ土層堆積状況 (南から)

-18-



8ト レンチ全景 (東から) 8ト レンチ土層堆積状況 (南から)

(南から)

10ト レンチ全景 (西から)

図版 7

8卜 1/SR01 ・SD02・ SD03(肩訂から)

10ト レンチSD01土層堆積状況 (南から)

山北町字原窪地区 2次調査 (3)
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11ト レンチ全景 (北から)

12ト レンチ土層堆積状況 (南から)

イ縁1独鋳二・鼻持崩_1●・
13ト レンチSD02土層堆積状況 (南から)

.r'II.
Iユ・●イケ|:―
森|

14ト レンチ全景 (西から)           トレンチ寸

図版 8 山北町字原窪地区 2次調査 (4)

トレンチ埋め戻し状況 (東から)
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飯山町西坂元字内板・飯野町東二字申代地―区

【西坂元内板遺跡】





第Ⅲ章 飯山町西坂元字内板・飯野町東二字中代地区試掘調査

調査対象地 1、 577-1、 577-4、

79、 580、 581、 582

1、 588-3、 584、 58

調 査 期 間

調 査 面 積

-3、 甲 351、 甲 352-2

月 28日

1.立地と環境
香川県のほぼ中央部にある飯山町は、昭

和 31年 に法勲寺村 と坂本村が合併 して誕

生 した町で、東部には城山山塊があり連な

つた山地が西南と西北に延びている。北部

にはその名の由来 となる飯野山があ り讃岐

富士 と呼ばれる景観を呈している。仁池・

大窪池・楠見池の二大池を擁 し、西に土器

川が中央部を大束川が流れる沖積低地であ

る。

当調査該当地は飯野山の東南麓に広がる

豊かな丘陵地であり、南東側が低く北側及

び西側が微高地状の地形を呈する。標高は

15～ 17mで ある。飯山町内では六箇所
で旧石器出土地が知 られている。そのうち

四箇所はため池内で発見点数も少ない。弥

生時代になると飯野山の山頂 。中腹・丘陵地に比較的多 く見られる。山裾には楠見山遺跡・

三ノ池遺跡が古くから箱式石棺、弥生土器の散布地 として知られている。西麓では弥生時

代後期の竪穴住居群 と古墳時代後期の古墳を 3基確認 している。古墳時代になると久保大

塚古墳、極楽寺古墳、やかじ古墳、三ノ池古墳群、坂元神社西古墳群 1～ 3号、真時古墳

と大きくその数を増やす。

古代になると上法・下法地区、川原地区、西坂元地区に条里地割 りを見ることができる。

飯 山町より2 km大 束川を下つた坂出市下川津遺跡 に弥生時代の大きな集落地があるこ

とか らも弥生の集落地や豪族の住居社があることは十分に考えられる。

2.調査に至る経緯
商業施設建設が計画されたことに伴い、事業者か ら平成 18年 3月 31日 付けで『埋蔵

文化財の所在の有無及びその取 り扱いについて』の照会文書が提出された。

当該地については、周知の埋蔵文化財包蔵地には指定されておらず直近にも遺跡の分布

飯 山町西坂元字 内板 575

578-1、  578-3、

-1、 582-3、 583

5、 586、 587-1

飯野町東 二字 中代 甲 346

平成 18年 4月 24口 ～ 4

219∬
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第7図  調査位置図
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も無く、市教育委員会には埋蔵文化財に関するデータが整っていなかつたことから、市教

育委員会では状況を確認すべ く試掘調査の準備に入つた。 4月 3口 施行決定をし、 4月 2

5日 から調査を開始 した。調査の結果を 6月 8日 に回答 し県との協議の後、調査区西部及

び南部が西坂元内板遺跡として登録 された。

3.調査の概要

調査区の範囲内で、現在道路・水路として使用されている部分を除いた範囲に 32本の

試掘 トレンチを設定し調査を実施 した。

1ト レンチでは、東西方向の溝 1条 と南北方向の溝 2条 、ピット、土紫を検出した。遺

構は、現状地盤 より6 0cmほ ど下で認められる。溝は層序関係から切 り合いが認められ、

東西方向のものが先行することが分かつた。

また、遺構面までの堆積については、旧水田面 と考えられる層が数次認められる。遺物

1は 4層 から出上し、口径約 2 8 cIIlを 測る土師質の鍋である。

2ト レンチでは、現状地盤から 7 0 clllほ ど下において南北方向の溝を 2条検出した。遺

物 2は地山直上において検出したサヌカイ ト製のスクレイパーである。

3ト レンチでは、ピットを検出した。遺物 3は羽釜片である。

4ト レンチでは、現状地盤から 8 0 cIIlほ ど下において南北方向の溝を 2条 とピットを検

出した。士層 2層 より遺物 4の鉢、遺物 5のサヌカイ ト、 3、 4層 より遺物 6の 上師質の

鍋、土層 7層 より遺物 12のカマ ド片が、 SD01よ り遺物 8～ 11の 上師質の杯及び遺

物 12の 小皿が出上している。遺物の状況から 12～ 13世紀の溝 と考えられ、条里に関

係する溝の可能性がある。

5ト レンチでは、明確な遺構は認められなかつた。 lmほ ど掘ると 1 0cn大の円礫を含

む細砂層があ り水が湧いた。

6ト レンチでは、南北方向の溝を 2条検出した。溝は 5～ 1 0cm大の円礫を含むシル ト

質細～粗砂層で構成される基盤層を掘 り込む形で形成される。

7ト レンチでは、現状地盤から6 0cm程下において南北方向の溝 3条、ピントを検出し

た。

8ト レンチでは、7ト レンチで検出した溝 と連続すると考えられる溝 3条が確認できた。

出上した遺物については、 SD02よ り遺物 13の 弥生の甕が出上したが他の要因による

混ざり込みと考えられる。

9ト レンチでは、 トレンチ北区で東西方向の溝を検出した。また、遺物 14の上師質が

鍋出土 した。

10、 11ト レンチでは、遺物、遺構共にみとめられなかつた。

12ト レンチでは、中央部付近においてピットを検出した。

13ト レンチでは、遺物、遺構共に認められなかつた。 1 2 0 clllほ ど掘ると、 5～長軸

5 0 cIIl大 の川原石を含む細砂層が認められた。

14ト レンチでは、現状地盤より 1 0 0cmほ ど掘ると、租砂を含むシル ト質細砂層の地

山が認められた。遺物 15は土師質碗の底部、遺物 16は土師質不、遺物 17は土師質の

杯の底部で内側は黒色の上器である。ベース直上の堆積層から遺物 18の小型の不、遺物

19、 20の上師質の杯の底部片が出上した。
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第8図  トレンチ配置図・十日地形予想復元図
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15ト レンチでは遺構等は認められなかつたが、南端において浅い落ち込みを確認 した。

包含層からは遺物 21の緑釉陶器の底部。墨の跡が残 り、硯への転用も考えられる。遺物

22の羽釜、遺物 23の石鏃が出上した。
16、 17、 18ト レンチでは、遺物の包含は見られるが、遺構は見られなかつた。

19ト レンチでは、流路域と考えられる南北方向を向く溝 2条 を検出した。

20ト レンチでは、 19ト レンチから続 く旧流路域を確認 した。この位置において川跡

は屈曲すると考えられる。

21、 23～ 25ト レンチでは、遺構は認められなかった。
22ト レンチでは、溝跡、ピット、土墳などを確認した。溝跡は南北方向を向き、土墳

は北側に於いて検出し、幅 2 0 cIIl、 長さ 4 0 clllほ
げの川原石が東西方向に列を成 している。

また、この位置から骨片を数点確認できたので、墓の可能性がある。

26、 27、 28ト レンチは旧水路跡 と考えられる。 27ト レンチの 6層 から遺物 24

の壺の頸部片が出上している。流れ込みによる
・
ものと見られる。

29ト レンチでは、遺構等は認められなかつた。湧水の激 しい 1 5 cIIl大 の川原石を含む

シル ト質粗砂層が確認できた。

30、 31、 32ト レンチでは、遺物、遺構共に認められなかった。
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トレンチ名 延長 (m) 主な時代 主な遺構 出土遺物等

1 トレンチ 10, 7 古代、中世 溝 2、 ピット4、 土紫 2 土師器

2ト レンチ 8,  7 弥生、古代 溝 2 土師器、石器

3 トレンチ 6.  1 古代、中世・近世 ピット1 土師器

4ト レンチ 9, 0 弥生、古代～近世 溝 2、 ピッ ト1 土師器、石器

5ト レンチ 2,  7 中世、近世 無 し 土師器

6 トレンチ 15. 1 中世 溝 2 土師器

7ト レンチ 20。  5 不 明 溝 3、 ピット1 無 し

8ト レンチ 1 0,  1 古墳、中世 溝 2 土師器、須恵器

弥生土器

9 トレンチ 1 3, 2 古代 溝 1 土師器

10ト レンチ 1 0,  0 不 明 無 し 無 し

11ト レンチ 7.  2 不 明 無 し 無 し

12ト レンチ 4.  7 弥生、古墳、中世、

近世

ピット1 土師器、須恵器

13ト レンチ 5,  0 不 明 無 し 無 し

14ト レンチ 4.  2 中世、近世 無 し 土師器、須恵器

15ト レンチ 4.  0 弥生、中世、近世 無 し 土師器、石器

16ト レンチ 4。  O 中世、近世 無 し 土師器、陶磁器

17ト レンチ 4.  0 近 世 無 し 土師器

18ト レンチ 4.  0 不 明 無 し 無 し

19ト レンチ 4.  3 不 明 旧流路跡 無 し

20ト レンチ 3.  5 近 世 旧流路跡 土師器

21ト レンチ 4.  2 不 明 無 し 無 し

22ト レンチ 11. 4 近 世 溝 1、 ピットと、土墳 1 土師器、骨片

23ト レンチ 4,  0 近世 無 し 土師器

24ト レンチ 4.  0 近 世 無 し 土師器、陶磁器

25ト レンチ 4.  O 近 世 無 し 土師器、陶磁器

26ト レンチ 4.  0 不 明 旧流路 無 し

27ト レンチ 5.  5 弥生、古墳 旧流路 土師器

28ト レンチ 5.  2 近 世 無 し 土師器

29ト レンチ 6. 0 近 世 無 し 土師器、木片

30ト レンチ 4.  5 不 明 無 し 無 し

31ト レンチ 7。  2 不 明 無 し 無 し

32ト レンチ 4.  5 不 明 無 し 無 し

第 3表  飯山町西坂元字内板・飯野町東二字中代地区 トレンチ概要
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第 11図  遺物実測図(1)

1 1ト レンチ4層

2.2ト レンチベース直上

33ト レンチ
44ト レンチ2層

挙 ゅ

54ト レンチ2層
64ト レンチ3,4層
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84ト レンチSD01
94ト レンテSD01

0                                     10Cm
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第 12図  遺物実測図 (2)
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2427ト レンテ6層
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4。 まとめ

32本設定した試掘 トレンチの内、 1～ 10ト レンチにかけて溝跡やピットを確認する

ことができた。他の トレンチについては、遺物を包含する層は認められるものの遺構は基

本的に検出されず、深い位置で旧流路域が確認できるのみであつた。層序を見ると 1～ 1

8ト レンチにかけては比較的に浅い位置に安定 した地盤の遺構面を持つが、 19～ 32ト

レンチかけては旧流路と考えられ安定面は見受けられなかつた。

各 トレンチの上層序を見ると、旧水田面が下層に見 られ、 19～ 32ト レンチにおいて

は幾重かの整地上層が見られることから、度重なる地上げが行われていたことがわかる。

遺物については、古代から近世のものが認められるが細片のものが主であり、遺構に伴

うとい うよりは付近から流れ込んできたと考えられる。

15ト レンチで認められた石鏃についても、遺構に伴 うものではなく包含層中のもので

あり調査区内で弥生時代の遺構が存在するとい うよりは付近から流れ込んできたものと考

えられる。

以上の調査から、調査区東側に緩やかに蛇行する旧流路域が想定される。そのまわりに

は、氾濫域が広がり北に向かつて下つていく。その高低差は約 9 0 clllと 考えられる。

今回の調査では、開墾時等の掘削などにより遺構面は削平を受けてお り明確な住居跡は

検出できなかつたが、北西部および南西部の微高地への居住域の展開が考えられる。今後

の調査の事例を待ちたい。
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1ト レンチ重機掘削風景 (南から) 1ト レンチ全景 (北から)
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2ト レンチ遺構検出状況 2ト レンチ上層堆積状況 (南から)

4ト レンチ全景 (西から)

図版 9 飯山町西坂元字内板・飯野町東二字中代地区 (1)
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い
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3ト レンチ土層堆積状況 (西から)
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5ト レンチ全景 (東から)
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6ト レンチ全景 (南から)

5ト レンチ土層堆積状況 (南から)
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6ト レンチSD01検出状況 (南から)

7ト レンチ堆積状況 (西から)

=全景 (南から)          8ト レンチSD02完堀状況 (西から)

図版10 飯山町西坂元字内板・飯野町東二字中代地区 (2)

6ト レンチSD02検 出状況 (南から)

7ト レンチ全景 (南から)

8ト レンチ全景 (南から)
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図版11 飯山町西坂元字内板
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13ト レンチ土層堆積状況 (南から)

飯野町東二字中代地区 (3)
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11ト レンチ土層堆積状況 (西から)

12ト レンチ全景 (南から)
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14ト レンチ土層堆積状況 (南から)

15ト レンチ上層堆積状況 (南から)
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17ト レンチ全景 (南から)

■   ・11‐武
16ト レンチ土層堆積状況 (西から)

17ト レンチ土層堆積状況 (西から)

斤全景 (南から)          18ト レンチ土層堆積状況 (西から)

図版12 飯山町西坂元字内板・飯野町東二字中代地区 (4)

18ト レンチ全景 (南から)
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1鸞
19ト レンチ全景 (南から)

20ト レンチ全景 (南から)

21ト レンチ全景 (北から)

22ト レンチ全景 (東から)

21ト レンチ土層堆積状況 (西から)

22ト レンチ土層堆積状況 (南から)

23ト レンチ土層堆積状況 (西から)

図版13 飯山町西坂元字内板・飯野町東二字中代地区 (5)

23ト レンチ全景 (北から)
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24ト レンチ土層堆積状況 (南から)

25ト レンチ土層堆積状況 (西から)
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26ト レンチ土層堆積状況

27ト レンチ全景 (北から)

28ト レンチ全景 (北から) 28ト レンチ土層堆積状況 (西から)

図版14 飯山町西坂元字内板・飯野町東二字中代地区 (6)

-36-



29ト レンチ全景 (北から)
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31ト レンチ土層堆積状況 (西から)

32ト レンチ全景 (北から)

図版15 飯山町西坂元字内板・飯野町東二字中代地区 (7)
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29ト レンチ上層堆積状況 (西から)

30ト レンチ土層堆積状況 (西から)
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31ト レンチ全景 (南から)

32ト レンチ土層堆積状況 (西から)

6ト レンチ埋め戻 し状況 (西から) 7ト レンチ埋め戻 し状況 (北から)
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図 12-11 図12-12

図12-13 図12-14

図12-15

図12-17

図12-19                        図12-20

図版17 飯山町西坂元字内板・飯野町東二字中代地区 (9)

図12-18
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図12-21

図12-22

図12-23

図版18 飯山町西坂元字内板・飯野町東二字中代地区 (10)

図12-24
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郡家町字地頭日字重元地区





第Ⅳ章 郡家町字地頭・宇重元地区試掘調査

調査対象地  郡家町字地頭 790-1

郡家町字重元 1199-2

調 査 期 間  平成 18年 6月 5日

調 査 面 積  15。 4ぜ

1.立地 と環境
丸亀市を東西に走る善通寺府中線の南に

位置する宮池遺跡は古代の遺物が散布 して

おり、その東側には古墳時代からの遺物が

散布 している領家遺跡が存在 している。

更に、南側には宝憧寺池 と辻池・仁池が

寄り添 う池の中に古代寺院で知 られる宝憧

寺跡が位置 している。

そして、この地域は古代の条里地割がよ

く残つていることが、四国自動車道建設に

伴 う郡家原遺跡、郡家一里屋遺跡、郡家大

林上遺跡、郡家田代遺跡などの調査成果か

ら明らかになっている。

今回調査 した郡家町は、地名からみても

古代郡衛が置かれていたものと推定されて

いる地域である。

古代香川県は、讃岐国として南海道に属していたところで、『延喜式』『和名類衆抄』に

よると 11郡に分けられてお り、現在の丸亀市は鵜足郡・那珂郡から成 り、郡家町は那珂
郡の郡衡が存在 していたものと考えられている。

2.調査に至る経緯
丸亀市立郡家小学校の校舎増築が計画されたことに伴い、この地域に存在 していると推

定される郡衛跡の所在を探るために、校舎建設に先立って対象範囲内の試掘調査を実施 し

た。

また、当該地が現在の地形になる以前は、東側の水路が湾由して通つていたりすること

から何 らかの埋蔵文化財に関連する遺構が所在 していた箇所であることも考えられること

から、特に重要視 されている場所のひ とつでもある。

調査は、学校用地内であるため授業、安全等を考慮 して検討 した結果、学校が休 日にな

る日で設定 した。

また、調査後も学校活動に支障が生 じないように、速やかに埋め戻 し原状に復 した。

第 13図  調査位置図
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3.調査の概要

調査区は郡家小学校校舎南棟の東側にあたり、旧地形の痕跡も含めて探 るため東西方向

に試掘 トレンチを 3本設定した。

調査の結果、現在の校庭整備による造成盛上が地表下 1.6mの ところまで確認できた。
2ト レンチでは埋土状況などから新 しいものと思われる溝跡が検出できたが、遺構、遺

物の検出は無かった。旧地形に見られる水路の痕跡であると思われるが、遺物等の出土も

見られないことから、遺構としての取 り扱いは難 しい状況である。

今回の調査では、全ての トレンチで埋蔵文化財に関する資料を得ることはできなかつた。

4。 まとめ

今回の調査では、様々な制約を受けた中での実施であり、調査範囲も狭 く、各 トレンチ

も小規模であったことから十分な資料を得ることはできなかった。

調査 トレンチでの状況も、上半部が現在の校庭整地上であり、その下層での確認調査を

実施しなければいけないということもあることから非常に厳 しいものであつた。

溝状の落ちを検出したが、旧地形に見 られる水路痕跡と思われる。条里、郡衛等の地割

りに関する地形が残つているのかも知れないが、遺物も伴わず詳細は不明であつた。
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第 14図  トレンチ配置図
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第 15図





調査前 (南から)

重機掘削風景 (南から)

1ト レンチ土層堆積状況 (南から)

2ト レンチ土層堆積状況 (南から) :|. : itヽ  ィ .       '

3ト レンチ全景 (東から)

3ト レンチ土層堆積状況 (南から)           埋め戻し状況 (北から)

図版 19 郡家町字地頭・字重元地区 (1)

2ト レンチ全景 (東から)
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大手町地区

【丸亀城跡 (大手町地区)】





第 V章 大手町地区試掘調査

調査対象地  大手町二丁 目 1

調 査 期 間  平成 18年 9月

調 査 面 積  132だ

34

9日 ～ 9月 21日
一
　

１

1.立地と環境

丸亀城跡が位置する丸亀平野は、香川県

において三豊平野・高松平野・志度平野と

共に主な平野の一つである。この丸亀平野

には現在西から弘田川・金倉川・土器川・

大東川の 4主要河川がある。善通寺市付近

の弘田川 と宇多津町付近の大束川によつて

狭まれる緩扇状地平野は、間に金倉川・土

器川を有 してお り、それ らの氾濫も併せた

沖積作用によつて形成 されたものである。

九亀城跡が位置するのは、その沖積平野

ほぼ中央の土器川河 日の西側である。

現在の九亀城跡は九亀市街地の中心に位

置し、市街地北側には丸亀港、市街地東側

には土器川が南北に流れてお り、土器川は

旧高松藩 との境界にもなつている。城下西

第 16図  調査位置図

TRlを 南に行けば善通寺・金毘羅大権現に通ずる。市街地西側には金倉川が流れてお り、か

つては旧多度津藩 との境界であつた。

丸亀城は、標高 66mの 亀山に築かれた総石垣の平山城である。築城は慶長 2年 (1597)、

高松城主生駒親正によつて始められたが、元和元年 (1615)の 一国一城令により廃城 とな

った。寛永 19年 (1642)、 山崎家治が西讃岐を領 して入城 して城を大改修 し、現在の石

垣の大半が築かれた。 さらに万治元年 (1658)、 京極高和が播磨龍野から入 り天守を完成

させ、 2代 目高豊が城の全容を完成させた。

本遺跡は九亀城の内濠 と外濠の中間区域であり、文献史料によると城下町家老屋敷が所

在 していた区域 として丸亀城跡のす ぐ北側に位置する。

2.調査に至る経緯

本事業は、九亀市が実施する消防署建設事業に伴 う事前確認調査として、九亀市教育委

員会が平成 18年 9月 15日 施行決定し、 9月 19日 から 3日 間で試掘調査を実施 した。

調査の結果を平成 18年 10月 5日 に回答 し、県 との協議の結果調査区全域を丸亀城跡

(大手町地区)と して周知の埋蔵文化財包蔵地に登録 された。
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1ト レンチ

6ト レンチ

|       |

2ト レンチ

5ト レンチ
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|

3ト レンテ

を試熱 色お質瓢5こ B死う准売ぶ―
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O N16/黒 色t4m砂 (炭 焼土)
■ 2SY4/6オ リープ褐色粗V91花筒土)
a Nlる/黒色粘質極細砂(焼炭)
O SY2/1黒色粘質極細砂(炭混)

1425Y71黄 灰色細砂
15 10YR4/2灰 黄掲色ンルト質細砂
1625Y7/4浅黄色～25Y7/2灰資色細砂(やや粘質2～ 3crn大の礫少量含む)
,725Y4/1黄灰色細砂(1～ 2ω小礫少し含む)
1■ 25Y9/1黒掲色粘質細砂(上器 礫多量に含む)
,9 5YV2灰オリーブ色ンル ト質極細砂
20 25YS/1黄灰色～25Y5/9黄褐色ンルト質粘質極細砂
215Y4/1灰色(少量SYS/6オ リープ色細I」 混じる)細砂
22 iOYR6/8明 黄褐色ンルト状粘質細砂

第 17図  トレンチ配置図
0                                   20m
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第 18図  3ト レンチ西壁土層断面図

第20図  4トレンチ石列出土状況平面図

的一Ｓ
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25Y5/3資褐色ンルト唐

1025Y4/4オ リープ褐色粘質細砂層(炭 遺物含む)
1125Y4/4オ リープ褐色細砂層(小石含む)
1225Y4/4オ リーフ福色細砂層
,325Y4/2暗灰費色細砂層(炭 ,小石含む)
14 25YS/3にぷい黄色粘質ンルト層
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1&25Y3/3暗オリーフ掲色細砂層(炭台む)
1025Y4/4オ リーフ悟色細砂層(4ヽ石含む)
2026Y4/3オ リープ褐色細砂層(4ヽ石含む)
2125Y4/4オ リーン掲色粘質細砂層
2E25Y5/2暗灰黄色ンルト層

o                        2m
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3.調査の概要
調査地全域において建物建設が予定されているため、均等に試掘 トレンチ 6本を設定 し

た。 トレンチ幅にアスファル トを剥ぎ、重機により掘削 し、 トレンチ内は人力による精査
の後写真撮影及び、図面作成を行つた。

全 トレンチにおいて現代の撹乱を受けていることから、図面上では近世の遺構のみを表

現 した。

1ト レンチでは、全体が撹乱に遭っているが、トレンチ南端から約 4mま での区間では、

地表から1.5mの 深 さにおいて近世の整地層が 0.5m幅 で残っていた。 トレンチ北端
から約 4mの 区間においても、地表下 1.lm地 点において近世の整地層が0.6m幅 で

残つている。断面観察からは、一部で近世の包含層が確認でき陶磁器片が出上している。

2ト レンチでは、 トレンチ全体に現代の暗渠排水路の掘削によつて近世以前の遺構は毀
損 している。現代の暗渠排水路の底 レベルでの標高は北端において約 3.2mを 測 り、 2

トレンチの南側に設定 した 5ト レンチにおいても同様の暗渠排水路を検出し、底レベルに

おいて約 3.3mで あつたことから現代の暗渠排水路は北側に向かつて流れていたことが

わかった。

3ト レンチでは、全体が撹乱に遭つているが、 トレンチ中央部やや南側において SK0
1を検出した。 SK01か らは多量の陶磁器片が出上している。 この地点からトレンチ南
端までは地表から約 0.8mの ところにおいて近世の整地層が約 0。 2m幅で残つていた。
トレンチ北端にも整地層が残つているが、状況は不安定である。

4ト レンチは、南端から約 10mの 区間において地表から約 1.lmの 深さで整地層が

広がってお り、近世のものと考えられる石列を検出した。石列か らは陶磁器片が出上 して

いる。 トレンチ北側にも整地層が部分的に残つているが撹乱に遭つてお り状況は悪い。
5ト レンチは、東西方向に設定した。 3ト レンチと同様な現代の暗渠排水路を検出し、

南北に設定されたものであると確認できた。 トレンチ東端から約 10～ 14mの 区間にお
いて北壁断面の地表下約 0。 9m地点で石列が確認できる。
6ト レンチは、調査区の中で最も撹乱が著しく、 トレンチ全体的に地表下約 1.25m
のところまで毀損されていたので、簡易的なレベル測量に留めた。

4。 まとめ

調査対象地は九亀城北側の内濠と外濠の中間区域であり、文献史料からも城下町家老屋

敷が所在 していたことが明らかで、それに伴 う遺跡の存在が想定できた。 しかし、全体的

に著 しく撹乱を受けてお り、明確な近世の遺構面を確認することは出来なかった。調査区

の北側 と南側においては、若干近世の整地層が残 り、 3ト レンチでは土渡 1基、 4、 5ト

レンチにおいては石列を検出するなど、近世の遺物を伴 う遺構を少なからず確認できた。

よつて今後の開発事業に対 しては本発掘調査が必要であ り、丸亀城内の遺跡解明の足がか

りとなるものと考えられる。
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1ト レンチ重機掘削風景 (北から)

rrヶ

―
|■,14基 |
2ト レンチ全景 (南から)

葉事孫と1.韓 弊群轄
・
了|ザ■1+■ 'Ⅲ

3ト レンチ土層堆積状況 (東から)

図版20 大手町地区 (1)

4ト レンチ全景 (北から)

4ト レンチ石列 (南から)4ト レンチ石列 (東から)
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5ト レンチ全景 (東から) 5ト レンチ土層堆積状況 (北から)

5ト レンチ戦後の排水路 (北から)

を||||!
′「  ↓

6ト レンチ全景 (南から)

▼ i

勘

韓
・

ヾ
乳
1亀

歩
:

図版21 大手町地区 (2)

5ト レンチ土層堆積状況 (北から)

埋め戻 し状況 (北東から)

包含層出土遺物
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金倉町字道下地区

【道 下 遺 跡】





第Ⅵ章 道下遺跡確認調査

A地 区   調査対象地  丸亀市金倉町字道下 1626-1、 16?9-1

調 査 期 間  平成 18年 7月 27日 ～ 7月 28日

調 査 面 積  102∬

B地区   調査封象地  丸亀市金倉町字道下 1946-1

調 査 期 間  平成 18年 9月 13日

調 査 面 積  25だ

C地 区   調査対象地  丸亀市金倉町字道下 1430

調 査 期 間  平成 18年 10月 24日

調 査 面 積  45だ

1.立地と環境
丸亀市金倉町宇道下地区は海岸線より約

2.7 kmの内陸に位置する。金倉川 と西汐

入川の間にある緩扇状地、氾濫原である。

天満池や瓢池を有する、条里制を残す水田

地帯が広がる。

平成 2年 には、県道多度津丸亀線の建設

に伴い道下遺跡の発掘が行われ、突帯文を

持つ縄文晩期の上器や弥生土器が出上して

いる。

また、 7条の条里関連 と思われる溝状遺

構が判明した。

2.調査に至る経緯
周知の埋蔵文化財包蔵地『道下遺跡』内      第21図  調査位置図
で 3件 の開発事業が計画された。これらに

対し、遺跡の保護を図るための資料がなかったことから、それぞれ確認調査を実施 し、遺

跡の残存状況を確認 した。

A地区では、分譲住宅地の建設に伴い確認調査を実施 した。当該地の北面及び東面には

満濃池竜川幹線が通つている。瓢箪池南端の西側にあたる。

B地区では、共同住宅建設に伴い確認調査を実施 した。当該地の東側には西汐入川が通

つてお り左岸に位置する、やや微高地である。

C地区では、共同住宅地建設に伴い確認調査を実施 した。当該地の北東部には、整備 さ

れた西汐入川が通つているが以前は若干ずれていたことが地図から読み取れる。
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3。 A地 区調査の概要

工事計画地が 2箇所に分かれてお り、北調査区と南調査区に分けてそれぞれの調査区に

調査 トレンチを設定した。北調査区には、 1、
・
2、 3、 4、 5、 10、 11ト レンチを、

南調査区には、 6、 7、 8、 9ト レンチをそれぞれ設定 した。

調査の結果、全ての調査区の トレンチに於いて遺物、遺構 ともに検出されなかった。

各 トレンチの上層序及び地形から検討すると、今回の調査区は南から北に向かつて僅か

に下 り勾配の傾斜を持つてお り、さらに西から東への勾配で基盤層の堆積が認められる。

また、 3ト レンチから5ト レンチにかけて暗褐色～黒褐色のシル ト細砂層が堆積する窪地

が認められることから、旧来は東に隣接する瓢地へ流入する竜川と同方向に谷地形があつ

たものと考えられる。

また、今回の調査で確認 した土層は、ほぼ単一土層 となつていることや粘土層及びシル

ト細砂層で構成されていることか ら、旧流城 (金倉川)に より形成されたものであり、人

工的な整地土とは考えられない。更に、土中に上器、石器等の遺物も全く含まれていない

ことからも当該地及び上流域での遺跡の展開は考え難い。

耕作土とベース層との中間層が見られないことから、当該地は、現在は水田として整備

されているが、現地形が形成 される以前は現在より地盤面が高く、切 り下げによる造成が

なされてきたものと考えられる。

10ト レンチでは、 3m前後の幅を持つ土墳が複数認められる。上質がきめの細かい良

質の粘土層 となつてお り現在の上採 り痕跡 と考えられる。

家 ツ
ケ
準
5ト レンチ

//9ト レンチ

1(ジ
/く

、

第 22図  A地 区トレンチ配置図

オ

′
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的一Ｗ

L_____生 ____」

4ト レンチ
1 耕作土
2 25Y3お黄色ンルト質細砂
3 10YR7/1灰 白色ンルト質細砂
4 iOYR3/1黒褐色～1針負4/1褐 灰色ンルト質細砂
5 10YR6/4に ぷい賓橙色ンルト質細砂

にぷい黄後色シルト質細砂(マンガン少量含む)

10YR4/1褐灰色ンルト質細砂(マンガン含む)

,Oh R5/1褐灰色シルト貨細砂

(マンガン含む、4よ り粘性強い)
10YR7/3にぷい賃橙色ンルト質細砂

iOYR7/4にぷい貢栓色ンルト質細砂

iOYR5/2灰黄褐色祖砂(砂層)

N

1  4  1
L_____― ____―――――」

5ト レンチ
1 耕作土
2 25Y7/6明黄褐色シルト質細砂
a iOYR4/1掲 灰色ンルト質細砂
■ 10YR6/2灰 貢掲色ンルト質細砂

E

1  1  1

i::::::::::::::::::::!~~5

3ト レンチ
1 耕作上
2 10YR7/1灰 白色ンルト質細砂
3 10YR5/2灰 黄掲色ンルト質細砂
4 10W留/2灰黄褐色ンルト質細砂
5 'OYR4/1褐 灰色ンルト質細砂
6 10YR5/3に ぶい黄掲色ンルト質細砂

(マンガン少二含む)
7 10YR7/4に ふい黄橙色シルト質細砂
& iOWRS/2灰 黄褐色組砂(砂層)

N

1     4     1

6ト レンテ
1 耕作土
2 26Y7/8黄色シルト質狙砂
3 10YR3/1黒 掲色ンルト質極細砂
■ 10YR6/1褐 灰色～iOWR7/6明黄褐色ンルト質槙細砂

的一ＷＴ 的一Ｗ中一Ｅ

1  4  1
L_________」

1ト レンチ
1 耕作■
2 ,OYR7/4に ぷい黄橙色シ,レ ト質細砂(マンガン含む)
& 10YR7/2に ぷい貨橙色シルト質極細砂(マンガン含む)
4 10YR6/4にぷい黄橙色～iOWllS/2灰責協色ンルト質細砂

E

I                I

1   7   1

2ト レ ンチ
1 耕作土
2 10YR6/2灰 黄褐色ンルト質細砂
a tOYR6/1掲 灰色～10M篭 /3

的一Ｗ
的一く） 的一ミ）

W的一言」
N
1   1  1

S

L_________― 一
―
一 一 J

7ト レンテ
1 耕作土
2 10YR6/1褐 灰色～,OVR6ん 明黄褐色ンルト質極組砂

(マ ンガン含む)

10ト レンテ
, 耕作土
2 10YR6/1掲 灰色～101R6/6明黄褐色シルト質細砂
3 10YR4/1福 灰色に

'OYR6/6明
黄褐色混じるシルト質細砂

4 10YR6/1褐 灰色に,OYR7/6明黄褐色混じる粘土
5 10YRVl褐 灰色～10YR6/6明黄掲色ンルト質細砂～極細砂

2  1
|

9ト レンチ
1 耕作上
2 iOYR5/1褐 灰色～ lllYR5/6責褐色ンルト質細砂

(マ ンガン含む)
3 ,OYR4/1掲 灰色粗砂(砂層)

E              W

と_―十~~~■~__」

11ト レンテ
1 耕作土
2(耕作■)iOYR6/31こぶい黄橙色ンルト質観砂
3 10YRS/2灰 責褐色ンルト質極細砂

第 23図  トレンチ土層断面図

-52-

2m



8ト レンチ

1.耕作土
2.(床土)25Y7/6明 黄褐色シルト質極細砂
3 10YR3/1黒褐色シルト質細砂
4 10YR5/1掲灰色～10YR5/6責褐色シルト質細砂
5 10YR6/1褐灰色～10YR5/6責褐色シルト質細砂
6.10YR5/1褐 灰色粗砂(砂層)
7 10YR6/2灰責褐色シルト質極細砂

第24図  8トレンチ北壁土層断面図

4。 まとめ

調査区及びその周辺は、周知の埋蔵文化財包蔵地とされている区域であるが、今回の確

認調査によつて関連する遺構や遺物は全く検出することができなかつた。

調査によつて、調査区域には旧来南北軸の谷地形が通つていたことが認められる。堆積

上中にも遺物が全く含まれていないことや当該地が金倉川流域に属すること、また周辺地

域から推察すると、付近には南北軸で手指状に微高地と谷地形が連続していたことが考え

られる。また、その単位は比較的密であることから遺構の展開するような安定した区画が

確保できなかつたものと考えられる。

以上のことから、当該地には遺跡の展開は非常に考え難い。また、それは後世の土地改

変等によるものではなく、元々所在 していなかつたものと考えられる。
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北調査区調査前風景 (東から) 南調査区調査前風景 (南東から)

1ト レンチ全景 (西から)

i「よ f

1ト レンチ土層堆積状況 (南から)

や:li争
=″

ア

図版22 道下遺跡A地区 (1)

2ト レンチ全景 (西から) 2ト レンチ上層堆積状況 (南から)

弱酔弾年平弾需路篭lζ

'十

イ::|:´
3ト レンチ土層堆積状況 (南から)3ト レンチ全景 (東から)
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図版23 道下遺跡 A地区

4ト レンチ土層堆積状況 (南から)

‐
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―
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,       .  と,|ヽケrt,      .ギ

5ト レンチ上層堆積状況 (南から)

・ツ

一・．
一ヽ・一一一，｛
一一一・一一．一！一レ
　　の

７

　

　

　

く

4ト レンチ全景 (西から)

5ト レンチ全景 (西から)

6ト レンチ全景 (南から)

|li: ■1手|:||#ヽ 1革こtlイ葛
6ト レンチ土層堆積状況 (東から)

7ト レンチ全景 (西から)

許|1幸螺

チ上層堆積状況 (南から)
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8ト レンチ全景 (西から) 8ト レンチ土層堆積状況 (南から)

― ― |「fユ fイE■サ
=

9ト レンチ全景 (南から) 9ト レンチ土層堆積状況 (西から)

,|lt'巧
オ
i.jこぅを
′T

11ト レンチ全景 (東から)          11ト レンチ上層堆積状況 (南から)

図版24 道下遺跡A地区 (3)

10ト レンチ全景 (東から) 10ト レンチ土層堆積状況 (南から)
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重機掘削風景 (西から) 1～ 4ト レンチ埋め戻し状況 (東から)

5ト レンチ埋め戻 し状況 (南から) 7ト レンチ埋め戻 し状況 (西から)

l=エェ主盛 |

'rli::●: 
‐
■|:― .   

―
 
「
 

――
.

(西から)

図版25 道下遺跡 A地区 (4)
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5.B地 区調査の概要
試掘 トレンチは、工事関係者 との協議のもと、建物敷地部分をはずして実施することと

したも建物部分は、調査区の中央より南よりでほぼ東西幅
二杯で計画されていることから、

北の駐車場上、浄化槽用地で 1、 2、 3、 6ト レンチを、南端の擁壁設置用地で 4、 5ト

レンチを設定した。

調査の結果、全ての トレンチで確実な遺構は確認できなかつた。また、後世の撹乱層、

整地上層以外では土器片等の出土もなかった。

掘削深度の足 りなかつた 1ト レンチ以外の全てで一般的に流路堆積層とされる粗砂層や

粘土層の堆積が見られることから全域が旧流路域と考えられる。旧河川本線は当初の想定

通 りの北東隅付近にあつたと考えられる。また、その他の箇所は、河川増水時等の氾濫域

として考えることができる。

20m

第25図  B地 区トレンチ配置図

1ト レンチ

:     ]
6ト レンチ

「
~~「コ~~F_m__

2ト レンテ

荒計一=コ ーー
「
~― _r_― __壁れ__コ~D__rキ _

ヒ_________― ― ― ― ― 一 一 ― ― 一 ― ― ― ― 一 一 ― ― ― ― ― ―

寸

~

1

――一―一――[至]―――一-1 1-――~甘
5ト レンチ 4ト レンテ        |
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的一Ｗｗ

Lギ
圭三±三圭

1ト レンテ

1 耕作土
2 iOVR6/6明黄褐色粘質ンルト細砂
a 75Y5/1褐 灰色粘質ンル ト細砂(マンガン粒を含む)
4 郷 Y6/3に ぷい黄色粘資シルト細砂
5 25Y7/4浅 黄色粘質ンルト細砂等より砂質が強く、磁m大の石を含む)

ギ軍 ≡ ≡ 重 亘 璽 下

2ト レンチ

1 耕作土
2 ,OWR6/6明 黄協色粘質ンルト細砂
3 7う YS/1福 灰色猫質ンルト4H砂 (マンガン粒を含む)
■ 25Y7/8質色粘質極細砂(古 中世ベース)
S 25Y6/2灰 責色粘質シルト細砂
S iO喩 5/1褐 灰色粘質ンルト細砂(マンガン含む)
7 10楡 5/1褐 灰色+75Y3/4暗 褐色ましリンルトVIR砂 (6よ り砂粒が経い)
8 ,OW4R6/8明黄鶴色粘質土(ベース)

E

|  `3  1

TE:==二」訂
4ト レンチ

1 耕作土
2 10YR6/6明 黄褐色粘質ンルト細砂
S iCIYRS/1掲 灰色砂質土
4 iO漁 5/1褐灰色砂質■(10YR2/,黒色ブロック混じり)
(3～ 5cra大の礫を含み、水が湧く)

[:ここΞIEEEΞΞ:::::二 ::二ニユ
″2

1    ^    | 3    1
!

|

E と____=生___」 W
3ト レンチ

1 75Y5/1褐灰色粘質シルト細砂(マンガン粒を合む)
2 25Y6/2灰 責色粘質ンルト細砂
& 25V″ρ灰責色粘質ンル ト細砂
■ 10YRS/111B灰 色■10WR5/4に ぷい質協色粘質ンルト細砂

S iOI R4/1褐灰色+iOYRS/4に ぷい責褐色格質ンルト細砂

1  1 2 1

5ト レンテ

1 耕作土
2 10漁 6/6明 黄褐色粘質シルト細砂
3 25Y6/4に ぷい資色ンルト組砂
■ lllWIS/1褐 灰色砂貨土

L08an

W E

6ト レンチ

1 耕作土
夕 iOYR6/6明 養掲色粘資シルト細砂
& 75Y5/1褐 灰色粘資シルト細砂(マンガン粒を含む)
4 7うY5/1掲 灰色粘資シルト細砂
5 10YRS/i褐灰色キ10WR5/4に ぷい責褐色混じリンルト細砂(マンガン含む)
6 10YR4/1褐灰色粘質ンルト細砂

&篤誘宅ダ鱈撰亀k考侍眺 灰色混じり(1～ 3-の砂粒を合み、地山のプロック混じり)

第 26図  トレンチ土層断面図

6。 まとめ

調査区及びその周辺は、周知の埋蔵文化財包蔵地『道下遺跡』
と指定されている区域で

あるが、今回の確認調査によつて関連する遺構や遺物は全く検出す
ることができなかつた。

調査によつて、調査区域の北東部を通 り東側から北側に
かけて旧河川が通つていたこと

が予想 される。今回の調査からもこれを裏図付ける資料が得 られ
たと考える。旧河川は、

かなり蛇行 してお り増水時には大規模に氾濫 していたことは明白
であり、今回の調査でも

これに関する資料が得 られた。

これ らの結果から検討すると、当該地には遺跡の展開する
ことは非常に想定し難い。

また、流路内の堆積上にも遺物が含まれないことから、近接
地にも遺構の展開は無い可

能性が強い。
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調査前風景 (東から) 重機掘削風景 (北から)

1ト レンチ全景 (南東から) 2ト レンチ旧河川検出状況 (北から)

|―
―
|■|す ..Iif鵜麒!葛

2ト レンチ土層堆積状況 (西から)

図版26 道下遺跡 B地区 (1)
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3ト レンチ全景 (北から)

5ト レンチ土層堆積状況 (北から)

そ'■
ご■riが
′fi

ily

錢燐襲靴描島議i電錦轟顧
6ト レンチ土層堆積状況 (南から)

図版27 道下遺跡 B地区 (2)

6ト レンチ全景 (南東から)
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7.C地 区調査の概要
試掘 トレンチは、浄化槽設置に伴い掘 り込まれる部分を中心に 1ト レンチを設定 した。

また、溝の検出により擁壁設置用地において 2、 3ト レンチも設定した。 トレンチは全

て現在の地割 りに沿つた東西方向で設定 した。

調査の結果、 1ト レンチにおいて溝の切 り合いを検出した。浄化槽用地からは外れてい

たので遺構検出面で留めた。 2ト レンチでは、 1ト レンチから延長 した溝 2条が確認でき

た。擁壁により掘 り込まれるので遺構を掘削したが出土遺物はなかった。 3ト レンチにお

いては遺構(遺物ともに確認できなかつた。当該地は全ての トレンチで後世の農地造成に

よる整地痕跡が何層かにわたり確認できた。今回検出した溝が当時の生活に関わるもので

あつたかは不明である。また、農業遺構に関連する遺構である可能性も考えられる。

,

2ト レンチ 1ト レンテ

―
■
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ｕ

！

―
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担
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第27図  C地 区トレンチ配置図
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調査地西端より

1ト レンチ

1 耕作上

a 75YR5/6明傷色粘砂質土
4 5Y6々 灰オリープ色粘細砂質土
ユ 5Y6/2灰 オリープ色粘質土
0 夕5Yν2灰責色極細砂質■

& 5Y6/2灰オリープ色粘土+10YR5/6黄褐色粘質土プロック状に含む
0 5Y6/1灰色粘細砂質■(マンガン含む)
1025Y4/1黄灰色シルト質上
11 ,OYR5/1褐 灰色シルト質土
1225Y6/6明黄褐色粘質二十75Y8/1灰 白色粘貨土フロック状含

調査地西端より

E

_ャ |……___二二____===ζ三三こここ2」

トレンチ東端より

6m

2ト レンチ

1 耕作土
2 iCIYR7/6明 黄褐色粘質■
3 25漁 4/1貢灰色粘砂質上
4 25Y4/2暗灰黄色粘砂質主
5 ワ5Y3/1黒福色狙砂賞土
6 Sy4/1灰色給砂質上

3ト レンチ

1 耕作■
2 ,O漁5/3に ぷい黄褐色シルト質細砂
3 床上
■ 25Y7/2灰 責色粘資シルト
, 25Y7/8黄色粘貨ンルト
0 25Y8/8黄色ンルト質細砂(ベース)

第28図  トレンチ土層断面図

7 5γ 8/1灰 白色粘細砂質土
8 5Y5/]灰色粘細砂質主
9 5Y3/,オ リープ黒色粘質土
1025Y3/1黒褐色疎砂質土
1, 10VR7/8黄 橙色粘質■■25Y6/2灰 貢色粘質■プロック状に含む
12 iOIRS/6明 黄褐色粘質二十25Y6/1灰資色粘質上フロック状に含む

〒
9/〔

:::::i:三 :::::::こ :[:::こ

8,ま とめ

今回の調査の北約 100mの ところにおいて平成 17年度に発掘調査が行われているが、

遺構、遺物 ともに確認できていない。今回の調査地から北に向か うに連れ、遺跡は終焉 を

迎えるものと考えられ、遺跡の中心部は今回の調査地より南にかけて広がっていく可能性

があるものと考えられる。

一

Ｅ

５

６

-63-



重機掘削風景 (西から)

警i‐

輩
.(攀

1ト レンチ遺構検出状況 (東から)

!   ‐ I               
―

1第静t rJj―  _―    .

1ト レンチ中央部土層堆積状況

2ト レンチSD01検出状況 (西から)

図版28 道下遺跡 C地区 (1)
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1ト レンチSD02検出状況 (南から)
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2ト レンチ全景 (西から)

瑛
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2ト レンチSD01完掘状況 (南から)

2ト レンチSD02・ 03検出状況 (南から) 2ト レンチSD02・ 03完掘状況 (南から)

埋め戻 し風景 (西から)

|■     ||■ L豫 ,ュ
3ト レンチ土層堆積状況 (南から)

図版29 道下遺跡 C地区 (2)

埋め戻 し状況 (西から)
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第Ⅶ章 まとめ

丸亀市では、旧丸亀市では平成 4年度から、旧綾歌町では平成 8年度から国庫及び県費

補助を受けて丸亀市内遺跡発掘調査事業及び綾歌町内遺跡発掘調査事業を実施してきた。

去る、平成 17年 3月 22日 に旧丸亀市、綾歌町、飯山町が合併し、新しい丸亀市とし

て発足した。当該事業については、昨年度から新しい丸亀市として継続して実施している。

数年前から県費補助の配分はなくなつたが、財政の厳 しい丸亀市にとつては国庫補助を受

けることが当該事業を進めるために有効であると判断することから継続実施としているも

のである。

今年度の調査については、山北町字原窪地区、飯山町西坂元字内板・飯野町東二字中

代地区で商業施設建設に伴 う試掘調査を 3件、大手町地区及び郡家町字地頭・字重元

地区で公共施設建設に伴 う試掘調査を 2́件、金倉町宇道下地区で住宅地開発に伴 う確

認調査を 3件の併せて 8件 を対象 として実施 した。

山北町宇原窪地区では、当該地付近に中世城館跡や旧街道が所在することから、関

連する遺跡の所在が想定されたために実施 したものである。

調査の結果、溝遺構やピッ トなどの検出はあつたものの、密度が非常に希薄であつ

たことや時代や遺構内容の決定に至る資料が得 られないことか ら埋蔵文化財包蔵地 と

しての取 り扱いはしないことになつた。

飯山町西坂元字内板・飯野町東二宇中代地区では、ほど近い位置に飯野山西麓遺跡

や飯野山西麓古墳群などが所在す ることか ら検討 した結果、遺跡の所在する可能性が

高い とい う結論になつたことから試掘調査を実施 した。

調査の結果、調査対象地の西半部で溝遺構やピン トが比較的集中して検出された。

東半部は、旧来は低地であつたことが確認でき遺構の所在は無いことが分かつた。 こ

の成果を基に、遺構の分布する範囲が西坂元内板遺跡 として認定された。

大手町地区では、当該地にかつて丸亀城下家老屋敷が所在していたとされることから試

掘調査を実施 した。

調査の結果、後世の開発等によつてかなりの影響を受けてはいるが、近世の石組み列等

を検出することかができた。協議の結果、当該地は丸亀城跡 (大手町地区)と して認定さ

れることになつた。

郡家町宇地頭・宇重元地区では、郡家町内で未だ郡衡遺構の確認ができていないこ

とから、試掘調査を実施 したものである。

調査の結果、調査範囲が狭かつたこともあり、埋蔵文化財に関する資料を得ること

はできなかつた。

金倉町道下地区は、ほぼ全域が道下遺跡 として周知の埋蔵文化財の包蔵地に指定されて

いるもののその詳細についてはほとんど確認されていない。遺跡内で計画される開発に対

応するために、特に内容の不明な箇所については、事前に調査を実施して状況を確認して

おく必要がある。

今回の件は、道下遺跡の区域内でおいて計画された開発に伴つて確認調査を実施したも

のである。
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調査の結果、道下遺跡の西部に位置する調査区と北端に位置する調査区では、埋蔵文化

財を確認することはできなかった。 しかし、遺跡の南東隅に位置する調査区では溝遺構を

2条検出した。遺物を伴わないことから時期決定には至らなかったが、周辺の遺跡状況か

ら弥生時代のものと考えられる。

今年度については、当該事業によって上記 8件の調査を実施 した。それにより、新たに

2遺跡を発見することができた。また、道下遺跡の包蔵地内においても状況確認資料を整

えることができた。

当該事業については、次年度以降についても継続 して実施 し、九亀市内遺跡の適切な保

護に努めていきたい。
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所 収 遺 跡 ・ 地 区 名
所 在 地

コー ド
北 緯 東 経 調 査 期 間

調査面積

nf
調 査 原 因

市 町 村 遺跡番号

山北 町宇原窪地区

1ム A地 区、 B地 区
山 北 町 宇 原 窪 37202

34度
16分

8～ 10月少

133度

47分 56秒
～48分 9秒

417

4_19

1145 商業施設建設

山北町宇原窪地区

2次 C地 区
山北町字原窪 37202

34度
16分

4～ 11秒

133度

48分

2～ 7秒

627

629
商業施設建設

飯 山町西坂元宇内板

飯野町 東 二宇中代地区

【西坂元内板遺跡】

飯 山町西坂元

字内板

飯野町東二

年中代

37202 00087

34度

15分

50～ 551少

133度

50分

16～ 201少

424

428
219 商業施設建設

郡家町宇地頭・宇重本地区
郡家町宇地頭

字重元
37202

34度
15分

4～ 5秒

133度

48ケ)
54～ 55え少

154 公共施設建設

大手 町 地区

【九亀 城 跡 (大手 町 地区)】

大手町 37202 00137

34ゼ箕

17分

20～ 21秒

133度

47分

58～ 591少

919

921
公共施設建設

道下遺跡 A地 区

【道下遺跡】

金倉町宇道下 37202 00079

34度
16分

29～ 30秒

133度

46チケ

46～ 481少

727

728
分談宅地造成

道下遺跡 B地 区

【道下遺跡〕

金倉町宇道下 87202 00079

34ゼ覧

16分

19～ 20え少

133度

47分

2～ 41少

9 13 共同住宅建設

道下遺跡 C地 区

【道下遺跡】

金倉町宇道下 37202 00079

34ど梵

16分

9～ 121少

133度

46」か

41～44秒

1024 共同住宅建設



所収遺跡 。地区名 種  別 主 な 時 代 主 な 遺 構 主 な 遺 物 特記事項

山北 町宇原窪地区

1次 A地 区、 B地 区
溝、ピッ ト

土師器、須恵器、陶

磁器

山 北 町宇原窪地区

2次 C地 区
溝 検出無し

飯 山町西坂元宇内板

飯野町 東 二年中代地区

【西坂元内44F遺跡】

集落跡
弥生 。古墳・

中世
溝、ビット、土峻

土師器、須恵器、石

器、陶磁器、弥生上

器

郡家町宇地頭・宇重本地区 検出無し 検出無し

大手 町 地区

【九亀 城 跡 (大手 町 地区)】

城館跡 近 世 石列、土境 瓦、陶確器

道下遺跡A地区

【道下遺跡】

集落跡 不 明 検出無し 検出無し 周知の包蔵地

道下遺跡 B地 区

【道下遺跡】

集落跡 不 明 検出無し 検出無 し 周知の包粛地

道下遺跡 C地 区

【道下遺跡】

集落跡 不 明 溝 検出無 し 周知の包蔵地
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